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ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
３
度
目
の
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
下
城

孔
志
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
個
人
的
に
は
農
業
会

社
を
経
営
し
て
い
ま
す
の
で
、

最
も
良
く
分
か
る
の
は
農
家
の

気
持
ち
で
す
。

　

肥
料
や
資
材
の
高
騰
は
農
家

の
収
入
を
直
撃
し
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
不
足
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
増
加
の
問
題
等
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
問
題
を
含
め
、
２
期
８

年
の
経
験
を
基
礎
と
し
て
建

設
・
福
祉
・
教
育
そ
の
他
町
民

の
皆
様
が
こ
の
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
南
小
国
づ
く

り
の
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
微

力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
議
会
を
終
え
て

　

４
月
の
統
一
地
方
選
後
、
初

の
定
例
会
を
終
え
、
議
員
の
重

要
性
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
中
、
世
界
が
認
め

た
「
居
心
地
の
い
い
場
所
日
本

一
」
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
町
の
進
む
方
向
性
を
中
・

長
期
に
渡
っ
て
街
づ
く
り
の
計

画
及
び
環
境
の
維
持
管
理
を
徹

底
し
、
町
民
と
移
住
定
住
者
の

増
加
へ
、
安
心
で
住
み
よ
い
街

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に
よ
る
企

業
等
の
誘
致
に
よ
り
観
光
客
の

増
加
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

う
観
光
地
の
整
備
、
人
材
不
足

の
解
消
等
問
題
は
山
積
み
で
、

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

外
貨
獲
得
の
窓
口
で
あ
る
観

光
産
業
を
通
じ
農
林
業
と
連
携

し
活
力
あ
る
街
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

２
期
目
、
結
果
を
求
め
て
！

　

議
員
数
が
減
っ
た
今
期
か

ら
、
議
会
議
員
に
対
し
て
、
不

満
の
声
が
上
が
る
よ
う
で
は
い

け
な
い
。
私
を
含
め
て
、
各
議

員
が
自
覚
を
持
っ
て
活
動
を

し
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
議
論

を
し
て
決
断
を
す
る
。
そ
し
て

責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
１
期
目
に
学

び
考
え
感
じ
た
こ
と
や
、
町
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
や
要
望
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
町
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
。
激
動
す
る
経
済

社
会
情
勢
の
中
に
お
い
て
も
、

行
政
、
議
会
が
的
確
に
対
処
す

る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
維
持

発
展
に
つ
な
が
る
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
良
い

町
に
な
る
よ
う
に
知
恵
を
出
し
、

汗
を
出
し
て
努
力
し
て
い
く
。

　

町
民
の
元
気
が
今
よ
り
も

も
っ
と
、
そ
し
て
ず
っ
と
続
く

よ
う
に
動
き
続
け
る
４
年
間
と

し
た
い
。
南
小
国
の
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
信
じ
て
。

２
期
目
に
向
け
て

　

私
は
南
小
国
が
大
好
き
で

す
。
住
み
始
め
て
丸
９
年
が
経

ち
、
当
初
３
人
だ
っ
た
家
族
も

今
で
は
６
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
子
ど
も
達
の
代
に
美
し
い
南

小
国
を
し
っ
か
り
と
繋
い
で
い
く

こ
と
が
私
た
ち
世
代
の
役
割
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
南
小
国
に
今
住
ん
で
い
る

方
の
日
々
の
く
ら
し
を
よ
り
良

く
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
人
生
も
、

町
の
将
来
も
今
の
く
ら
し
の
延

長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
く
ら
し

の
中
に
あ
る
「
も
っ
と
こ
う
だ
っ

た
ら
な
…
」
そ
ん
な
小
さ
な
声

に
光
を
あ
て
、
町
政
に
声
を
届

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
期
目
の
４
年
間
で
「
く
ま
も

と
女
性
議
員
の
会
」
を
は
じ
め

県
内
外
に
繋
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
中
で
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
南
小
国
ら
し
い
カ
タ
チ
で
町

政
へ
反
映
し
、
小
さ
な
声
を
カ
タ

チ
に
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間

　

こ
の
度
、
再
び
４
年
間
の
活

動
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
、
監
査

委
員
と
し
て
町
の
財
政
や
事

業
を
点
検
・
確
認
し
て
き
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
税
収

も
確
実
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す

が
、
返
礼
品
や
経
費
の
範
囲
の

見
直
し
な
ど
も
あ
り
、
今
後
の

動
向
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
も
監
査
委
員
の
役
職
を
拝
命

し
、
更
に
予
算
の
執
行
に
目
を

配
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
志
を
果
た
し
て
い
つ
の
日
に

か
帰
ら
ん　

山
は
青
き
故
郷　

水
は
清
き
故
郷
」、
唱
歌
ふ
る

さ
と
の
歌
詞
で
す
が
、
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
が
故
郷
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
山
林
や
田
園
風

景
、
き
れ
い
な
水
の
流
れ
な
ど
、

誇
れ
る
き
よ
ら
の
郷
づ
く
り
の

た
め
に
、
有
効
な
予
算
の
執
行
、

事
業
の
遂
行
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

井野和哉議員

森永一美議員

佐藤　毅議員

北里桂一議員

下城孔志郎議員

南小国町議会、新体制でスタート！
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こ
れ
か
ら
４
年
間
の
抱
負

　

災
害
対
策
と
し
て
小
国
郷
で

起
こ
っ
た
水
害
や
地
震
の
歴
史

を
調
査
研
究
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
子
育
て
問
題
か
ら
高

齢
者
問
題
は
一
生
を
連
ね
る
課

題
と
捉
え
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取

り
組
み
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
は
、
国
内
外
め
ま
ぐ
る
し

く
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
２

期
目
の
議
員
と
し
て
今
期
は
経

済
建
設
常
任
委
員
会
、
小
国
郷

公
立
病
院
議
会
等
に
所
属
し
ま

す
の
で
地
場
産
業
の
活
性
化
や

地
域
医
療
の
抱
え
る
課
題
解
決

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
熊

本
地
震
や
度
重
な
る
水
害
、
そ

し
て
３
年
前
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
戦
わ
れ

た
こ
と
に
お
見
舞
い
と
敬
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４

年
間
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

役
場
退
職
後
、
農
業
に
携
わ

り
様
々
な
厳
し
さ
を
知
り
、
出

馬
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

農
林
畜
産
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
た
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
に
端
を
発
す
る
資
材
高
騰
や

後
継
者
不
足
等
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
生
産
物
の

価
格
は
市
場
出
荷
の
た
め
、
高

騰
分
を
価
格
転
嫁
出
来
な
い
ま

ま
で
す
し
、
物
流
24
年
度
問
題

も
取
り
沙
汰
さ
れ
、
厳
し
さ
が

収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
情
勢
も
不
安
定
な
中
、
食

料
安
保
の
観
点
か
ら
も
中
山
間

地
域
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
が
多

く
出
て
く
る
様
な
施
策
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

南
小
国
町
の
観
光
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
で
も
あ
る
風
光
明
媚
な

景
観
は
、
農
林
畜
産
等
に
携
わ

る
人
々
が
、
永
き
に
渡
り
築
い

て
来
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
こ

れ
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

４
年
間
の
抱
負

　

南
小
国
町
議
会
議
員
と
し
て

４
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

町
政
へ
届
け
、
よ
り
良
い
町
づ

く
り
の
た
め
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
。

　

今
回
は
総
務
文
教
常
任
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
に

社
会
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
、

地
域
福
祉
推
進
委
員
や
、
子
ど

も
子
育
て
会
議
、
林
業
を
考
え

る
会
な
ど
に
所
属
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
他
の
委
員
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
町
活
性
化
の
た
め

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
私
は
町
民
の
皆
さ

ん
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
議
会

は
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
提
案
し

て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
期
目
を
任
さ
れ
て

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
改
選
で
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
無
投
票
と
な

り
、
3
期
目
を
任
さ
れ
ま
し
た

こ
と
に
、
心
機
一
転
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

南
小
国
町
や
阿
蘇
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
お
隣
の
地
区
に
進

む
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
、
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
ま
す
。

　

諸
問
題
を
、
皆
様
と
共
に
対

応
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

議
会
人
事

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

下
城　

孔
志
郎

　

副
委
員
長　

穴
井　

則
之

　

委　
　

員　

穴
井　

秀
房

　

委　
　

員　

後
藤　

六
男

　

委　
　

員　

佐
藤　

毅

＊
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、

議
事
進
行
・
日
程
に
関
す
る

こ
と
や
請
願
・
陳
情
の
取
り

扱
い
な
ど
議
会
運
営
の
全
般

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

◆
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

井
野　

和
哉

◆
環
境
問
題
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

下
城　

孔
志
郎

　

副
委
員
長　

穴
井　

秀
房

　

委　
　

員　

穴
井　

則
之

　

委　
　

員　

後
藤　

六
男

　

委　
　

員　

佐
藤　

 

毅

◆
小
国
郷
公
立
病
院
組
合

　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

毅

　
　
　
　
　
　

後
藤　

六
男

◆
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
　

　
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

下
城　

孔
志
郎

　
　
　
　
　
　

北
里　

桂
一

井上則臣議員

穴井則之議員

穴井秀房議員

後藤六男議員

―  4 年間に向けての想い  ―

3



チーム議会
―就任のごあいさつ―

 副議長 
　 下

しもじょう

城 孔
こ う し ろ う

志郎 

　この度、副議長に選任されまし
た下城孔志郎でございます。

　副議長の職務は何よりもまず議
長を補佐し、議会の円滑な運営に
あたるということです。

　同時に議会運営委員長も兼務
しておりますので、議会の在り
方、議会運営、質問の仕方、その
質問に対する執行部からの答え方
等々、町民の方々がより分かりや
すく、また議会傍聴に行ってみた
いと思えるような議会を作ってい
きたいと考えます。どうぞよろし
くお願いいたします。

中原 椚の本在住　63 歳
2011 年初当選　３期目

 議長 
　 井

い の う え

上 則
の り お み

臣 

　皆さま、お元気でしょうか、こ
の度の南小国町議選改選にて、議
会議長に選出されました、井上則
臣でございます。

　不束者ですが、皆さまの為に、
町議員一団となり、次の四本の議
会指針を創りたく、頑張って参り
ますので、ご支援の程、よろしく
お願いいたします。

《議会及び議員指針》
①常任委員会および議員の活発な
地域活動
②議会に於ける、反問権及び一問
一答の確立
③執行部への提案及び協議会体制
づくり
④町の方々・近隣市町村及び県と
のコミュニケーションづくり

　以上四本の柱で、頑張って参り
ますので、町民の皆さまの気軽な
声掛け、ご支援、ご指導をお願い
いたします。

中原 湯田在住　76 歳
2015 年初当選　３期目
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 総務文教 常任委員会 
　委員長　穴

あ な い

井 則
の り ゆ き

之　
　総務文教委員会は付託の審議をはじめと
し、各担当課に関係する調査や審議等行っ
ていきます。現在、担当課に関係する学校
や各事業所、また色々な委員会等の課題解
決のお手伝いができるよう、年間の活動計
画を策定中です。他の委員さんと力を合わ
せて努力していきたいと思います。
　町民の皆さんも多くの声を聴かせていた
だけたらと思っていますので、これからも
よろしくお願いいたします。

－委員会メンバー－
委員長：穴井則之
副委員長：佐藤毅
委員：森永一美、北里桂一、井上則臣

－所管事業－
・総務課
・まちづくり課
・町民課
・福祉課
・税務課
・教育委員会
・訴訟に関する事項
・その他常任委員会の所管に属しない事項

 経済建設 常任委員会 
　委員長　穴

あ な い

井 秀
ひ で ふ さ

房　
　農業の持つ様々な厳しさを訴えることが
出馬の目的の一つでしたので、農林畜産業
をはじめ、経済・建設分野に関わることが
でき光栄に思っております。
　南小国町を緑輝く、住みよい町として、
次世代に繋げていくことが我々の使命です。
　皆様からのご意見をもとに、知恵を出し
合い、丁寧に正解を求めることを常に意識
し委員会運営にあたりたいと考えています。
これから委員会活動で、度々皆様をお訪ね
し、ご意見を拝聴させて頂くことがあるか
と思いますので、叱咤激励の程、よろしく
お願いいたします。

－委員会メンバー－
委員長：穴井秀房
副委員長：後藤六男
委員：下城孔志郎、井野和哉、井上則臣

－所管事業－
・農林課
・建設課
・町有林、部分林、学校林に関する事項

【6 月 30 日 市小体育館の改修工事視察】

【6 月 27 日 道路支障木の現場視察】
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令
和
５
年
５
月
９
日

第
２
回
臨
時
会　

　

改
選
後
の
初
議
会
を
５
月
９

日
に
開
催
。
議
長
、
副
議
長
の

選
出
な
ど
新
し
い
議
会
の
構
成

を
行
っ
た
。
そ
の
他
専
決
処
分

の
報
告
３
件
、
補
正
予
算
１
件

の
審
議
を
行
い
、
議
員
全
員
賛

成
で
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
５
月
26
日

第
３
回
臨
時
会　

●
契
約

　

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
、
市

原
小
学
校
体
育
館
を
大
規
模
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
雨
漏
り
対
策
と

し
て
、
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事

及
び
外
壁
の
補
修
工
事
を
行
い

ま
す
。

◆
南
小
国
町
立
り
ん
ど
う
ヶ
丘

小
学
校
屋
内
運
動
場
長
寿
命
化

改
良
工
事

契
約
金
額
１
億
４
４
６
５
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈱
橋
本
建
設

原
案
可
決

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

①
入
札
は
何
社

で
行
わ
れ
た
の
か
。
②
入
口

側
・
ス
テ
ー
ジ
側
上
部
の
ガ
ラ

ス
部
分
の
改
修
は
。
③
梅
雨
・

台
風
時
等
の
避
難
所
と
し
て
の

利
用
は
ど
う
な
る
。

答

①
６
社
の
指
名
競
争
入
札
。

②
ス
テ
ー
ジ
側
は
壁
に
置
き
換

え
、
入
口
側
は
防
犯
・
強
化
ガ

ラ
ス
で
計
画
変
更
し
た
い
。
③

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
の
校
舎

を
利
用
。

◆
南
小
国
町
立
市
原
小
学
校
屋

内
運
動
場
長
寿
命
化
改
良
工
事

契
約
金
額
１
億
３
１
７
８
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈱
橋
本
建
設

原
案
可
決

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

雨
漏
り
対

策
は
大
丈
夫
か
。

答

水
漏
れ
、
水
の
侵
入
対
策

と
し
て
、
屋
根
と
併
せ
て
外
壁

の
改
修
も
行
う
。

▼
佐
藤
議
員　

グ
ラ
ウ
ン
ド
内

に
設
置
さ
れ
る
フ
ェ
ン
ス
の
高

さ
は
。
子
ど
も
達
へ
の
対
策
は

十
分
か
。

答

高
さ
は
１
８
０
セ
ン
チ
。 

誘
導
員
等
も
配
置
す
る
。

　

令
和
５
年
６
月

第
２
回
定
例
会　

　

６
月
定
例
会
が
６
月
13
日
か

ら
15
日
の
会
期
で
開
催
。
条
例

の
一
部
改
正
、
令
和
５
年
度
補

正
予
算
な
ど
（
条
例
４
・
予
算

４
・
人
事
９
・
そ
の
他
２
）
が

審
議
さ
れ
、
議
員
全
員
賛
成
で

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

主
な
審
議

○
集
落
支
援
員

▼
下
城
議
員　

①
集
落
支
援
員

と
は
。
②
財
源
は
。
③
誰
に
、

何
を
さ
せ
る
の
か
。

答

①
地
域
の
実
情
に
詳
し
く

集
落
対
策
の
推
進
に
関
し
て
、

知
見
等
を
有
し
、
町
職
員
と
連

携
し
て
集
落
の
状
況
把
握
等
を

実
施
す
る
。
②
特
別
交
付
税
措

置
と
な
る
。
③
地
元
の
方
を
採

用
予
定
。
農
業
委
員
等
と
連
携

し
て
「
目
標
地
図
の
作
成
（
地

域
計
画
）
等
」
を
行
う
。

＊
目
標
地
図
と
は
。

「
農
業
者
や
地
域
住
民
の
話
し

合
い
に
よ
り
策
定
さ
れ
る
地
域

に
お
け
る
将
来
目
指
す
べ
き
農

地
利
用
の
姿
を
示
す
地
図
。」

○
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

▼
佐
藤
議
員　

昨
年
度
、
５
０ 

０
万
円
積
み
立
て
ら
れ
、
今
年

度
も
同
額
を
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
。
外
壁
部
分
で
カ
ビ
等
の

変
状
も
見
ら
れ
る
の
で
、
積
立

よ
り
も
補
修
・
修
繕
が
先
で
は

な
い
か
。

答

本
庁
舎
は
木
造
建
築
な
の

で
将
来
、
維
持
経
費
が
増
え
て

く
る
と
考
え
毎
年
度
５
０
０
万

円
の
積
立
を
行
っ
て
い
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
建

築
家
に
見
て
も
ら
い
、
外
壁
と

同
時
に
、
雨
対
策
で
雨
ど
い
の

設
置
も
必
要
と
の
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
施
工
時
期
や
工

法
等
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

積
立
金
は
、
そ

れ
は
そ
れ
で
大
事
だ
と
思
う
。

現
状
、
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る

の
で
、
一
度
手
を
入
れ
た
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。
し
っ
か

り
考
え
て
早
期
に
対
応
願
い
た

い
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設
備

基
金
積
立
金

▼
北
里
議
員　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
に
つ
い
て
は
、
昔
に
比

主な補正予算 （万円）
南小国夢チャレンジ補助金 1500
CATV 自主放送設備更新工事 3520
価格高騰重点支援給付金 1800
農業農村整備事業水路改修工事 5800
町道草刈及び維持工事 2300
道路舗装工事 2650
河川掘削工事 2800
河川改修（災害関連）工事 9500

令和５年度６月補正予算

4億 5712万円を可決
６月補正額 補正後予算総額

一般会計 4億4304万円 51億9574万円
国保特別会計 27万円 5億7894万円
水道特別会計 1083万円 1億4130万円
下水特別会計 298万円 1億3994万円

＊千円未満四捨五入

改修に着手したりん小体育館

本庁舎 メンテナンスの必要性は？
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べ
れ
ば
随
分
速
く
な
っ
た
と
思

う
が
、
繋
が
り
に
く
い
場
合
も

あ
る
。
４
Ｋ
放
送
な
ど
も
始

ま
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
今
後

の
機
器
更
新
の
考
え
は
。

答

今
後
、
光
ケ
ー
ブ
ル
に
お

い
て
も
機
器
更
新
の
必
要
性
が

で
て
く
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
や
動
画
視
聴
が
多
く
な
る
と

ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
傾
向
に

あ
る
。
通
信
業
者
等
の
情
報
を

得
な
が
ら
、
取
り
残
さ
れ
な
い

よ
う
に
通
信
環
境
を
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

○
各
種
補
助
金

▼
森
永
議
員　

日
本
で
最
も
美

し
い
村
活
動
支
援
補
助
金
と

は
。

答

年
間
を
通
し
て
継
続
し
た

（
２
ヶ
月
に
１
回
程
度
）
美
化

奉
仕
活
動
等
を
実
施
し
て
い
る

団
体
が
対
象
。
上
限
10
万
円
。

▼
後
藤
議
員　

不
良
空
き
家
解

体
事
業
費
補
助
金
と
は
。

答

空
き
家
を
点
数
化
し
、
一

定
基
準
を
超
え
た
場
合
解
体
費

用
を
補
助
。
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
。
上
限
50
万
円
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

く
ま
も
と

土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化

支
援
事
業
と
は
。

答

農
事
組
合
法
人
「
は
い
わ

ら
」
の
機
械
導
入
に
伴
う
県
補

助
。
地
域
営
農
組
織
の
規
模
拡

大
や
低
コ
ス
ト
技
術
の
導
入
に

必
要
な
機
械
導
入
を
支
援
。
補

助
率
は
２
分
の
１
以
内
。

▼
井
野
議
員　

太
陽
熱
利
用
シ

ス
テ
ム
導
入
補
助
金
と
は
。

答

個
人
住
宅
の
太
陽
熱
温
水

器
の
設
置
・
既
設
分
の
修
理
が

対
象
。
補
助
対
象
経
費
の
５
分

の
１
以
内
。
２
万
円
以
上
の
経

費
が
対
象
で
上
限
８
万
円
。

▼
佐
藤
議
員　

価
格
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
の
対
象
世
帯
は
。

答

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
（
世
帯
員
全

員
）
・
家
計
急
変
世
帯
・
生
活

保
護
受
給
世
帯
な
ど
。
３
万
円

×
６
０
０
世
帯
を
計
上
。

＊
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

と
は
。

「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
者
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
）
に
対
す
る
給
付

金
」

▼
井
野
議
員　

収
入
保
険
料
補

助
金
の
内
容
は
。

答

農
業
経
営
収
入
保
険
加
入

者
に
対
し
て
保
険
料
の
一
部
を

補
助
。
加
入
者
が
負
担
す
る
基

本
保
険
料
の
３
分
の
１
。
上
限

６
万
円
。
次
年
度
以
降
は
新
規

加
入
者
の
み
が
対
象
。

＊
農
業
経
営
収
入
保
険
と
は

「
自
然
災
害
や
、
価
格
の
低
下

な
ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス

ク
に
よ
る
収
入
減
少
に
対
し
て

補
填
さ
れ
る
保
険
制
度
。」

▼
穴
井
秀
房
議
員　

有
害
鳥
獣

捕
獲
補
助
金
の
内
容
は
。

答

イ
ノ
シ
シ
が
８
０
０
０
円

の
２
０
０
頭
、
シ
カ
が
１
万
円

の
80
頭
で
予
算
計
上
。
あ
わ
せ

て
一
頭
あ
た
り
千
円
の
埋
設
補

助
金
を
設
け
て
い
る
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

大
分
県
で

は
金
網
で
囲
っ
て
対
策
を
し
て

い
る
。
電
気
牧
柵
や
捕
獲
補
助

金
だ
け
で
は
、
農
地
を
守
る
こ

と
が
で
き
な
い
く
ら
い
頭
数
が

増
え
て
い
る
。
根
本
的
な
対
策

を
検
討
願
い
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

本
年
度
、
自
治

組
織
活
性
化
補
助
金
（
自
治
会

あ
た
り
上
限
10
万
円
）
の
予
算

計
上
が
な
ぜ
な
く
な
っ
た
の

か
。

答

２
年
連
続
で
出
し
て
き
た

が
、
自
治
会
の
方
も
使
途
に
つ

い
て
悩
み
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

年
数
を
あ
け
た
り
、
ま
た
助
成

対
象
の
見
直
し
等
も
行
う
方
が

良
い
の
で
は
と
の
考
え
で
今
回

予
算
計
上
を
見
送
っ
た
。

▼
佐
藤
議
員　

で
き
れ
ば
、
継

続
的
な
予
算
措
置
が
欲
し
か
っ

た
。
自
治
会
費
だ
け
で
は
、
う

ま
く
い
か
な
い
部
分
も
あ
る
の

で
、
９
月
議
会
に
で
も
予
算
計

上
し
て
も
ら
う
と
助
か
る
と
思

う
。

○
南
小
国
町
観
光
基
本
計
画
策

定
業
務

▼
森
永
議
員　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
委
託
先
は
。

答

計
画
内
容
の
精
査
、
デ
ー

タ
収
集
、
情
報
分
析
等
に
時
間

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
た

い
。
委
託
先
に
つ
い
て
は
、
現

在
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
業

者
選
定
を
考
え
て
い
る
。
様
々

な
提
案
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の

中
か
ら
、
一
番
良
い
と
こ
ろ
に

決
定
し
た
い
。

▼
森
永
議
員　

中
長
期
的
な
観

点
で
南
小
国
ら
し
い
、
し
っ
か

り
し
た
も
の
を
作
っ
て
欲
し

い
。

＊
南
小
国
町
観
光
基
本
計
画
と

は「
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
町
が

観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め

の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
も

の
。」

○
道
路
支
障
木
伐
採
委
託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

道
路
に
出

て
い
る
支
障
木
の
伐
採
と
思
う

が
、
道
路
法
面
上
部
の
個
人
所

有
部
分
ま
で
対
象
と
し
て
い
る

の
か
。

答

民
地
か
道
路
用
地
か
と
い

う
判
断
は
非
常
に
難
し
い
。
基

本
的
に
今
回
は
建
築
限
界
に

入
っ
て
き
て
い
る
支
障
木
を
対

象
と
し
た
い
。
町
道
に
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
の

で
早
急
な
対
応
を
し
た
い
。

今回更新予定の放送機器

建築限界
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問
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
母
子
保
健
業
務
を
担
う

町
民
課
内
に
設
置
し
た
。
令
和

６
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
へ
移
行
で
き
る
よ

う
人
員
等
必
要
な
準
備
を
進
め

る
。

問
　
支
援
を
行
う
場
所
が
重
要

で
は
。
Ｊ
Ａ
跡
地
に
保
育
園
を

統
合
し
た
形
で
支
援
拠
点
を
整

備
し
て
は
。

町
長　

中
心
部
に
機
能
を
集
約

す
る
必
要
は
あ
る
。
保
育
園
の

老
朽
化
も
事
実
。
小
学
校
に
保

育
園
を
入
れ
る
形
も
模
索
中
。

地
域
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

問　

雨
天
時
で
も
安
全
に
遊
べ

る
場
所
の
整
備
も
お
願
い
し
た

い
。

町
長　

そ
の
声
は
承
知
し
て
い

る
。
中
学
生
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
た
。
協
議
し
て
い
く
。

問
　
本
年
度
中
に
子
育
て
支
援

と
し
て
、
次
世
代
人
材
育
成
の

た
め
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

お
願
い
し
た
い
。

町
長
　
８
月
の
奨
学
金
選
考
委

員
会
へ
の
協
議
案
作
成
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
る
。
様
々
な

可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
未

来
の
担
い
手
支
援
に
向
け
動
き

を
進
め
る
。

問
　
小
国
公
立
病
院
で
は
看
護

師
確
保
の
目
的
で
奨
学
金
制
度

が
存
在
す
る
。
実
現
困
難
で
あ

れ
ば
、
人
材
確
保
が
難
し
い
保

育
士
に
絞
っ
た
形
で
の
制
度
確

立
を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

過
去

の
選
考
委
員
会
内
で
の
意
見
は

賛
成
が
多
数
。子
ど
も
の
た
め
、

町
の
た
め
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
重
く
考
え
、
し
っ
か
り
議
論

し
て
い
く
。

教
育
長　

子
ど
も
の
成
長
期
と

合
わ
せ
た
支
援
も
絡
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
子育て支援センターの設置は？

Ａ 
本年２月に設置した

Ｑ 
人材育成奨学金の早期創設を！

Ａ 
未来の担い手支援に向け進行中

問　

国
の
少
子
化
対
策
の
実
効

性
は
ま
だ
不
透
明
と
思
わ
れ
る

が
、
町
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
対

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　

役
場
内
に
各
課
を
横
断

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
南
小
国
ら
し
い
独
自

色
の
あ
る
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　

他
の
自
治
体
が
第
一
子
以

降
、
差
を
つ
け
た
経
済
的
支
援

な
ど
を
講
じ
て
い
る
が
こ
の
よ

う
な
支
援
を
ど
う
思
わ
れ
る

か
。

町
長　

子
供
の
数
で
支
援
金
に

差
を
つ
け
る
の
は
好
ま
し
く
な

い
。
個
々
の
成
長
の
節
目
で
支

援
し
て
い
く
方
が
よ
い
の
で

は
。

問　

子
育
て
中
の
両
親
や
町
の

住
民
が
気
軽
に
集
ま
り
、
育
児

の
相
談
な
ど
が
で
き
る
よ
う
な

常
時
開
設
の
場
所
は
で
き
な
い

か
。
こ
の
町
に
住
み
、
こ
の
町

で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
人

が
増
え
る
よ
う
な
施
策
、
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　
「
住
む
・
仕
事
・
教
育
」

な
ど
の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
多
世
代
交
流
型
の
ス
ペ
ー
ス

な
ど
、
複
合
的
な
施
設
の
エ
リ

ア
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。

穴井　則之　議員

Ｑ 
町の子育て支援、少子化対策は？

Ａ役場内にプロジェクトチームを
編成

児童の通学風景児童の通学風景

子育て支援ひろば「ぬくも子育て支援ひろば「ぬくも
り」の活動ひとコマり」の活動ひとコマ
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問　

昨
今
の
社
会
情
勢
を
含

め
、
全
国
で
制
服
の
見
直
し
の

動
き
が
あ
る
。
中
学
校
で
も
検

討
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
。

町
長　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
中
学
校
で
も
検
討
が

始
ま
っ
て
い
る
。
制
服
は
校
則

の
中
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、

権
限
は
校
長
に
あ
る
の
で
、
町

と
し
て
は
今
後
の
推
移
を
見

守
っ
て
い
く
。

問　

制
服
が
変
更
さ
れ
れ
ば
、

家
庭
的
負
担
も
増
え
る
と
思
う

変
更
に
な
っ
た
場
合
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
購
入
費

の
一
部
を
補
助
す
る
な
ど
の
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　

制
服
を
変
更
す
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
、
現
金
で
補
助

す
る
の
か
現
物
を
支
給
す
る
の

か
、
教
育
委
員
会
と
相
談
し
な

が
ら
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
町
と
し
て
も
考
え
て
い

く
。

井野　和哉　議員

Ｑ 
中学校の制服の変更はあるのか？

Ａ 
決定権は学校にある

問　
「
運
転
免
許
証
を
返
す
と

便
利
が
悪
く
な
る
き
心
細
い
。」

と
友
人
が
言
っ
て
き
た
。
町
で

は
免
許
証
を
警
察
署
へ
返
納
す

る
と
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
対
象

者
に
交
付
し
て
い
る
が
こ
の
タ

ク
シ
ー
利
用
券
だ
け
で
良
い
の

か
。

町
長　

タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成

事
業
は
実
際
に
走
っ
た
距
離
の

費
用
の
み
負
担
す
る
た
め
、
利

用
者
と
し
て
も
、
町
の
財
政
面

と
し
て
も
有
効
な
事
業
で
は
な

い
か
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
９
割
の
方
か
ら

「
大
変
満
足
」「
満
足
」
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。

　

産
交
バ
ス
町
内
３
路
線
・
に

じ
バ
ス
・
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
・

タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業
で

４
５
０
０
万
円
を
負
担
し
て
い

る
。
費
用
対
効
果
・
利
用
者
満

足
度
の
高
い
交
通
施
策
を
ど
う

打
ち
出
し
て
い
く
か
、
引
き
続

き
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

問　

に
じ
バ
ス
を
星
和
線
、
湯

田
線
に
１
日
２
往
復
延
伸
さ
れ

る
よ
う
に
小
国
郷
公
共
交
通
会

議
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
の
取

り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
改

良
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い

く
。

問　

今
年
度
よ
り
、
自
転
車
乗

車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
化
さ
れ
た
。
交
通
事
故

か
ら
命
を
守
る
た
め
に
も
、
補

助
の
範
囲
を
拡
大
で
き
な
い

か
。

町
長　

現
在
、
中
学
校
新
入
生

の
自
転
車
通
学
者
を
対
象
に
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
対
し
て
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣

の
自
治
体
で
は
実
施
し
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
は
補
助
の
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

小
学
校
は
自
転
車
利
用
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
中
学
校
も
登
校
以

外
、
部
活
動
で
自
転
車
を
利
用

し
て
い
る
生
徒
も
多
い
と
聞

く
。
義
務
化
さ
れ
た
今
こ
そ
、

補
助
範
囲
を
拡
大
し
て
、
子
ど

も
達
の
命
を
守
る
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

町
長　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
拡
大

が
い
い
の
か
、
節
目
の
祝
い
金

を
出
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
く

ほ
う
が
い
い
の
か
、
各
部
署
と

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

後藤　六男　議員

Ｑ 
これでいいか公共交通？

Ａ費用対効果、利用者満足度の高
い施策を検討していく

Ｑ 
ヘルメット補助金の範囲拡大を！

Ａ 
担当課、教育委員会と協議する

小国郷中心市街地バス（通称にじバス）小国郷中心市街地バス（通称にじバス）

南小国町タクシー利用券南小国町タクシー利用券
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問　

阿
蘇
地
域
が
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
10
年
に
な
る

が
町
に
ど
う
い
う
恩
恵
が
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
将
来
は
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

認
定
後
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
き
た
が
認
知
度

は
低
い
状
況
、
そ
の
価
値
を
生

か
し
切
れ
て
い
な
い
。
今
後
も

引
き
続
き
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
。　

問　

ま
た
、
認
定
に
お
い
て
原

野
の
持
続
が
大
き
な
要
件
で
あ

っ
た
が
、
原
野
の
維
持
に
重
要

な
野
焼
き
が
後
継
者
不
足
か
ら

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
。
さ
ら
に

野
焼
き
の
維
持
に
は
牛
馬
の
放

牧
が
有
効
で
あ
る
が
、
放
牧
牛

を
増
や
す
た
め
に
補
助
等
を
行

う
考
え
は
。

町
長　

野
焼
作
業
の
軽
減
は
必

要
で
あ
り
今
後
も
関
係
機
関
と

模
索
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
放

牧
は
大
変
有
用
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
放
牧
牛
の
増

頭
に
は
予
算
は
な
い
状
況
。

問　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
端
を
発
す
る
農
業
関
連
資

材
の
価
格
の
高
止
ま
り
に
対
す

る
支
援
が
昨
年
実
施
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
も
高
止
ま
り
は
収

ま
ら
ず
生
産
物
の
価
格
も
上
が

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
価

格
高
騰
は
農
業
者
に
は
不
可
抗

力
部
分
で
あ
り
国
・
県
の
対
策

が
で
き
る
ま
で
町
と
し
て
何

ら
か
の
支
援
策
を
お
願
い
し
た

い
。

町
長　

昨
年
度
は
国
の
肥
料
高

騰
対
策
と
、
町
と
し
て
は
コ
ロ

ナ
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

町
単
独
補
助
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
状
も
価
格
高
騰
は

落
ち
着
い
て
い
な
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
昨
年
度
の
補
助
は
あ

く
ま
で
コ
ロ
ナ
の
臨
時
交
付
金

な
ど
の
特
別
な
財
政
措
置
に
よ

り
実
施
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
必
要
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
今
後
の
経
済
動
向
等
を

見
極
め
た
上
で
適
時
必
要
な
対

策
を
講
じ
た
い
。

穴井　秀房　議員

Ｑ 
世界農業遺産の活用状況は？

Ａ認知度は低い、今後も活動を進
めていく

Ｑ農業関連資材等の価格高止まり
に対する支援は？

Ａ経済動向を見極め必要な対策を
講じたい

令和５年　議会日誌
4月 25 当選証書交付式　　（写真①）

5
　
　
月

9 第２回臨時会（初議会）
12 阿蘇市町村議長会総会
20 南小国中学校体育大会
22 南小国町商工会総会　　

23～24 全国町村議会議長・副議長研修会
26 第３回臨時会
30 国道57号整備促進期成会総会
31 小国郷公立病院議会

6
　
　
月

2 県町村議長会総会・研修会
5 南小国町防災会議

小国高校の魅力化と永遠の発展の会総会
6 議会運営委員会

13～15 第２回定例会　　（写真②）
15 議員全員協議会

議会広報調査対策特別委員会
18 「熊本57号滝室坂トンネル新築工事」貫通式
21 総務文教常任委員会
23 県庁 阿蘇会
26 阿蘇広域議会臨時会
27 経済建設常任委員会
30 総務文教常任委員会

7
　
　
月

4 小国地区防犯協会連合会総会
5 第73回社会を明るくする運動推進委員会

18・19 総務文教常任委員会　　（写真③）
20 議会広報調査対策特別委員会

阿蘇市町村議長会正副議長・委員長研修会
25 中九州・地域高規格道路促進期成会総会
26 県町村議長会常任委員長・議会運営委員長研修会
27 小国郷地域公共交通会議
28 議会広報調査対策特別委員会

写真②

写真①

写真③
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10 代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 70 代以上

２６０人 ２８８人 ３０８人 ３２６人 ４１８人 ３８６人 ６２８人 ６０９人

大字赤馬場 大字満願寺 大字中原

１４８４人 １６３５人 ６９９人

令和４年度 人口推移 

プ
ラ
ス

出出生生  １１９９人人  

マ
イ
ナ
ス

死死亡亡  ８８００人人  
（内 男 7 人 女 12 人 ） （内 男 45 人 女 35 人 ） 

転転入入  ３３１１５５人人  転転出出  ２２３３８８人人  
（内 男 163 人 女 152 人 ） （内 男 118 人 女 120 人 ） 

（内 外国人 109 人 ） （内 外国人 79 人 ） 

人口でみる南小国 

77%%
88%%

88%%

99%%

1111%%
1100%%

1166%%

3311%%

人人口口世世代代別別

１０代未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

3399%%

4433%%

1188%%

大大字字地地域域別別

赤馬場

満願寺

中 原

転入者・転出者から寄せられたお声やご意見 

・交通の便がもっと便利になれば良い。 / ・黒川温泉にコンビニを設置してほしい。

・とても住みやすい所で、これからも訪れる。 / ・外国人のくらし支援があれば良いと思った。

・将来病院と買い物が不便で不安になり転出を決めた。 / ・町中心に公園があれば良い。

・共働き家族への支援があると良い。 / ・いつまでも美しい村であってほしい。

数値は R5.3.31現在 

～レポート データ南小国町～

（R4.4.1～R5.3.31 集計） 

地地域域別別  世世代代別別  

����
����
����
����
����

R�.�.� R�.�.�� R�.�.�� R�.�.� R�.�.�� R�.�.��

（R�.�.��） （R�.�.��）

【南小国町の直近の人口推移】 R� 年度は転入者増え
人口増加中！

����人→����人
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春
の
改
選
に
伴
い
、
広
報
委
員
会
も
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
が
【
町
民
皆
さ
ま
】

と
【
議
会
】
と
を
繋
ぐ
役
割
と
な
れ
る
よ
う
、
議

会
広
報
を
通
し
て
町
政
や
議
会
の
こ
と
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
読
ま
れ
た
方
に
「
手
に

し
て
良
か
っ
た
」
と
一
つ
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
議
会
広
報
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
広
報
で
は
、
各
議
員
の
コ
メ
ン
ト

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
町
議
会
議
員
選
挙
が
無

投
票
だ
っ
た
こ
と
で
町
民
皆
さ
ま
に
各
議
員
の
想

い
・
考
え
を
伝
え
ら
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
目
通
し
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。
今
後
も
議
会
広
報
へ
の
ご
意
見
や

ご
感
想
、
お
気
づ
き
の
こ
と
な
ど
何
な
り
と
頂
戴

で
き
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
…
私
事
で
す
が
、
５
月
に
第
4
子
を
無

事
に
出
産
い
た
し
ま
し
た
。
妊
娠
中
か
ら
町
民
皆

さ
ま
に
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
委
員
長　

森
永
一
美
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
学
校
の
司
書
に
な
ら
れ
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　

県
外
の
本
屋
さ
ん
で
児
童
書
担
当
と
し

て
10
年
間
働
い
た
後
、
帰
郷
し
ま
し
た
。
娘

が
通
う
市
原
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
頃
に
、
司
書
募
集
の
記
事

を
町
広
報
で
見
つ
け
応
募
し
今
に
至
り
ま
す
。

…
司
書
の
お
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

子
ど
も
の
時
に
ど
ん
な
本
で
も
い
い
の
で

本
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
も
来
や
す
い
図
書
室
づ
く

り
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
関
係
性

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

「
本
の
内
容
は
覚
え
て
る
け
ど
タ
イ
ト
ル

が
思
い
出
せ
な
い
」
「
面
白
い
本
が
読
み
た

い
」
と
い
っ
た
本
探
し
の
お
手
伝
い
が
い
つ

で
も
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
読
書
推
進
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

　

本
を
介
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。
友
達
の
〇
〇
さ
ん
に
お
勧
め
し
た
い
本

に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
い

〝
お
手
紙
〟
と
し
て
配
達
す
る
【
読
書
郵
便
】

を
常
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。
「
お
手
紙
を
も

ら
っ
た
か
ら
」
と
本
を
借
り
に
来
て
く
れ
る

子
も
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
読
ん
だ
本
の
感
想
を
書
い
て

持
っ
て
く
る
と
手
作
り
の
し
お
り
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
、
３
校
で
本
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
子
ど
も
達
か
ら
本
の

リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
朝
の
時
間
に
読
み
聞
か
せ
を
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
向
け
の
研

修
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
が
本
と
触
れ
る
時
間

を
楽
し
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

取
材
・
文
・
写
真
：
森
永
一
美

佐
さとう

藤　裕
ゆみ

美さん
子ども達が本と触れる時間を楽しいものに…
【経験】×【アイデア】で仕掛ける読書推進

プロフィール
志津生まれ新町在住。2017 年より司書として町内３小学校の図書室運
営を担い、豊富な経験とユニークな発想で子ども達の読書活動を推進
中。学校や地域の行事ではイラストを描いて、来る人をもてなすことも。

町民インタビュー　Vol.12

読みたい本のリクエストを専用

BOXで受け付けし、 新書を購

入。 新書が入荷したらお便りを

作成し、 全児童にお知らせして

いる。

読み聞かせボランティアさん向

けの研修会では、 専門家が本の

選び方や読み方などを実演しな

がら講演。

【令和４年度の各校の貸出冊数】

小学校名
（児童数） 貸出冊数

りんどうヶ丘
（51人） 9558

中原
（38人） 5222

市原
（90人） 4582
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